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グループワーク「シナリオ 2」 

 

急性期から慢性期へ移行しつつある避難所では、併設された医療救護所に毎

日多くの患者が受診しています。JMATの医療チームが対応していますが、ス

タッフは疲弊しており、医薬品、医療資機材も限られ、常に繁忙で待ち時間は

長く、対応が困難な症例もあります。JMAT以外に、各種団体の支援チームも

地域で活動しているようです。 

1. 災害時に、どのような団体やチームが支援活動を行っているのか列挙して

みてください。 

2. 以下の状況について、どのような職種やチームと連携すると良いか、どの

ように対応すると良いか、議論してください。 

1)  高齢者が多い避難所で、居住スペースのレイアウトについて、行政か

ら助言を求められた。 

2)  冬季の避難所の換気について、行政から助言を求められた。 

3)  夏季の避難所での食中毒防止について、行政から助言を求められた。 

4)  避難所に支援物資の段ボールが山積みで、必要な医薬品を探したいが、

どこにあるかわからない。 

5)  インスリンを持参した患者が、なんとなく調子が悪い。と言っている。

糖尿病にて長年インスリン使用しており、避難所の食事が不規則なた

めインスリンの注射を行わないことがある。 

6)  避難時に足関節をひねったとの患者が湿布を求めて、救護所受付に来

たが、救護所には湿布の在庫が無い。 

7)  救護所を受診の患者が、「将来が心配で寝つけない。夜間の被災が心

配で睡眠薬は飲みたくない」と言っている。自宅が被災し、言葉数少

なく抑うつ状態。軽度の入眠障害があるが睡眠はとれている。 

 Memo 
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